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仲卸業の仲卸業の
業務プロセス業務プロセス
革新提案革新提案

－青果、鮮魚市場の事例－－青果、鮮魚市場の事例－

平成１９年６月４日

(有)関西中小企業研究所
代表取締役 中上義春
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変革指針の決定

問題点の改善問題点の改善

変革の実行

現状プロセスの把握

理想プロセスの構想

理想プロセスの機能解析

各機能の問題点把握

変革の問題点抽出変革のステップ分け

業務プロセス革新の
標準ステップ
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生産者
・物品の生産
・品の評価

出荷者
・集荷
・決済
・情報収集・伝達

卸売業者
・集荷
・市場価格形成
・分荷
・決済
・情報収集・伝達

仲卸業者
・品の評価
・市場価格形成
・買出人への供給

売買参加者
・品の評価
・市場価格形成
・消費者への供給

買出人
・品の評価
・消費者への供給

生産者

出荷者

卸売業者

仲卸業者

売買参加者

買出人

消 費 者

市

場

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
買

生産者
・生産物
・生産量
・出荷先
・出荷時

出荷者
・出荷先市場

卸売業者
・集荷先

仲卸業者
・仕入先

売買参加者
・市場

買出人
・仲卸業者

各事業者の機能 各事業者の選択権青果・生鮮市場
バリューチェーン
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合 計

2

1

卸業者

大阪市東部市場大阪市本場市場

98

48

仲卸業者

3

65

売買参加者

218,741

鮮魚（90,328）
242693水産物

168,00041783青果

売上高（百万円）売買参加者仲卸業者卸業者取扱い品

５１,１１６４,１６６８５７１７８鮮魚

７４,４９２６,０６０１,２９５２７７青果

売上高（百万円）従業員数個人法人

大阪府下の小売店舗数（大阪府統計年鑑Ｈ１６年度版より）

大阪市中央卸売市場 業者数（大阪市中央卸売市場ホームページよりＨ１８年）

仲卸：小売比率（大阪）

青果 ７．０
鮮魚 ２．８

備考：水産物（生鮮、冷凍（499億円）、加工（723億円）を含む）
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卸売市場取扱量の推移
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野菜

果実

生鮮水産物

加工水産物

大阪市中央卸市場（2005年 実績、（ ）内数値はピーク時比）

野菜 453,767ｔ（92％）、 果実 247,857ｔ（64％）、
生鮮水産物 117,665ｔ（44％）、 加工水産物 83,676ｔ（51％）

日本全体 2006年 漁業総生産量 567万トン （ピーク 1984年 1,282万トン） 自給率57％
2005年 漁業生産額 16,007億円 （ピーク 1982年 29,772億円）

大阪市中央卸売市場

加工水産物
大幅減
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「鮮魚市場」現状の纏め「鮮魚市場」現状の纏め

国内の鮮魚消費量はやや減の傾向にある。

調理食品市場が増加傾向にある。

中国の消費量が世界シェアー大（約３３％）。

鮮魚購入の７０％はスーパー、小売店は１５％。

卸売市場の取引形態が変化。

（卸売市場経由率 ６０％、セリ・入札取引 ４０％）

１０年間での購入額アップの品種は少ない。

消費者の鮮魚購入店は１～２店が６０％

購入の決定要因は“鮮度”と“品質”

（トレーサビリティの重視）

国内の鮮魚消費量はやや減の傾向にある。

調理食品市場が増加傾向にある。

中国の消費量が世界シェアー大（約３３％）。

鮮魚購入の７０％はスーパー、小売店は１５％。

卸売市場の取引形態が変化。

（卸売市場経由率 ６０％、セリ・入札取引 ４０％）

１０年間での購入額アップの品種は少ない。

消費者の鮮魚購入店は１～２店が６０％

購入の決定要因は“鮮度”と“品質”

（トレーサビリティの重視）
市場外取引の拡大
鮮度と品質の重視
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大型小売店の増大

情報の高度化

物流の高度化

食へのこだわり増大

インターネットの発達と共に、情報の
スピード化、広域化が進みました。

更に、交通網の整備や物流の高度化により
広い範囲から物資を調達することが

容易な時代となりました。

中間流通業者
の競争激化

小売店舗数の減少

産直流通の拡大

要求鮮度・安全性の高度化

青果・生鮮市場
仲卸業者の事業環境

ビジネスは広域化
進む高度情報化

中抜き
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生
産
者

卸
売
業
者

出
荷
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仲
買
人

売
買
参
加
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買
出
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消
費
者

消
費
者

市
場
内
取
引

青果、鮮魚
生産者から消費者までの流れ

卸売市場の役割

価格形成
（品の評価）
集荷、分荷
決済、情報

現状の役割分担 卸売市場法
昭和46年

価格形成法

セリ、 入札
相対取引、 先取り

予約相対取引 7割
（セリ、入札分は残品）

商物一体の原則
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量 販 店
（スーパー、外食チェーン、弁当業者）

高級料亭等
（料亭、旅館、ホテル、グルメ家）

小口小売店等
（大衆魚）

消 費 者

役割 ：仕入代行
取引形態 ：予約相対取引、輸入
重要点 ：４条件の安定

役割 ：仕入代行
取引形態 ：予約相対取引
重要点 ：高品質、高鮮度の確保、

（情報収集能力、目利き）

役割 ：卸
取引形態 ：店売り
重要点 ：価格、鮮度、地元産

（小売店のニーズ）

役割 ：小売
取引形態 ：店売り、移動販売
重要点 ：価格、鮮度、加工

顧客の類別 仲卸業の役割

仲卸業に求められる役割
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変化する鮮魚流通業変化する鮮魚流通業

小規模小売業
の衰退

市場外取引
の拡大

情報産業
としての流通業
（ブローカー）

産直志向産直志向

流通経費の削減流通経費の削減
鮮度の確保鮮度の確保

需要家の求める共通条件

鮮度、品質

卸売業の基本原理

取引総数最小化
不確実性プール

生産者の求める基礎条件

販路、金融
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情報産業情報産業
としてのとしての
流通業流通業

小売業者小売業者

料亭・旅館料亭・旅館

消費者消費者

市場価格情報市場価格情報

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

物流業者物流業者

生産者Ｄ

出荷者Ａ

出荷者Ｂ

生産者Ｃ

輸入業者Ｅ

平成１3年、16年比（全産業）
ＢｔｏＣ 5.64 兆円 3.8倍
ＢｔｏＢ 102.7兆円 3倍
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出荷者 生産者

卸売業者

物流システム

小 売料亭・旅館

消費者

消費者

仲卸業者

中央卸市場

障害

商物一体の原則

情報の流れ

物の流れ
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流通業の流通業の
基本的役割基本的役割

リーズナブルな価格

価格の多様化

希望場所への搬送

コストミニマムでの搬送

味・安全性の保証

判断基準の提示
（産地ブランド）
（栽培法等）

鮮度の保証
鮮度を維持した物流と保管

判断基準の提示

（冷蔵保存Ａ 製造日、賞味期限）

価 格

物 流

品 質

鮮 度
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１、入荷先に関する豊富な情報。

２、品物を見る肥えた目

３、現物の確認

４、顧客の希望条件

品質の保証品質の保証

１、需要・供給に関する情報

２、各市場価格の推移に関する情報

３、顧客の希望条件

価格の保証価格の保証

１、保管・物流の鮮度確保策

・より短い時間での提供

・鮮度維持のための設備

鮮度の保証鮮度の保証

１、安定した調達システム

２、安定した需要先確保

３、荷に適した物流システムの確保

納品の保証納品の保証

保証するために
必要な能力、機能

１、入荷先に関する豊富な情報。

２、品物を見る肥えた目

３、現物の確認

４、顧客の希望条件

品質の保証品質の保証
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１、品物の客観的評価法

２、情報、画像伝送体制

３、品物の安定供給・消費体制

４、鮮度を維持する物流システム

確立する
必要のある事項
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１１ 品 質品 質

１）生産者の表示
２）精細画像表示
３）糖度等測定可能因子での表示
４）使用農薬の表示

１）生産者の表示
２）精細画像表示
３）糖度等測定可能因子での表示
４）使用農薬の表示

２２ 価 格価 格
１）品物の等級分け法の確立
２）精細画像表示
３）市場価格との連動

１）品物の等級分け法の確立
２）精細画像表示
３）市場価格との連動

３３ 鮮 度鮮 度
１）鮮度表示法の確立
２）精細画像表示

３）各段階での鮮度把握法の確立

１）鮮度表示法の確立
２）精細画像表示

３）各段階での鮮度把握法の確立

４４ 納 品納 品 １）物流業者との連携
２）需要・供給先との中長期契約

１）物流業者との連携
２）需要・供給先との中長期契約

客
観
的
評
価
基
準
づ
く
り

客
観
的
評
価
基
準
づ
く
り
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オンラインマーケットの形態
（産直市場）

オンラインマーケットの形態
（産直市場）

フーズインフォーマート BtoB
食品・食材市場（65,000品目）

産地団体（よか魚ドットコム） BtoB、BtoC
のん気な魚屋 BtoB、BtoC

楽天市場 BtoC
スーパー等オンラインショッピング BtoC
（イオン、西友）

フーズインフォーマート BtoB
食品・食材市場（65,000品目）

産地団体（よか魚ドットコム） BtoB、BtoC
のん気な魚屋 BtoB、BtoC

楽天市場 BtoC
スーパー等オンラインショッピング BtoC
（イオン、西友）
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最後に最後に

鮮魚仲卸業の事業モデルは
変革の時期に入っている。

小売の量販店への集約（市場外取引の拡大）
ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣのネット購買拡大（産直取引の拡大）

市場機能の縮小
↓ ↓ ↓

自社の強みの再確認
↓ ↓ ↓

事業モデルの再検討
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終




